
対馬暖流 

冷 
冷 

 隠岐諸島周辺海域は12℃前後で、先月より1℃
上昇しました。 ・島根沖冷水の沿岸への張り出し：浜田沖で沿岸への張り出しが強い傾向にあります。 

・沖合の対馬暖流：主流は、島根沖から隠岐北方海域を通り、東方へ流れています。 

 鳥取県沖と隠岐周辺海域は13℃前後で先月より2℃上昇
し、平年並の値となっています。 

＊県内の漁獲情報については水産試験場ホームページ（鳥取県水産試験場で検索してくだ 

 さい）に詳しく掲載しています、ぜひご利用ください。  

掲載期間 4月下旬 
       ～5月中旬 

第164号 平成27年4月版 

 鳥取県沖と隠岐周辺海域は13℃前後で先月より2℃上昇し、
隠岐西方では平年より1℃低めとなっています。 

4月中旬  13.5℃ 
発行 鳥取県水産試験場（電話：0859-45-4500） 

平成２７年４月から下記２社の広告を１年間掲載することになりました。 

隠岐西方、兵庫沖の北緯36°00′付近に冷水域が
あります。 

平年並み 

（電話：0858-34-3321） 

  

                  
  
                
  
                  
  

鳥取沿岸の水温 
鳥取県栽培漁業センター 沈砂槽 
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表面 

いつの時代も、技術とサービスをもって水産業・漁業の皆様を支援してまいります 
 

西日本ニチモウ株式会社 
 

      本    社  山口県下関市小月小島2丁目3-17 〒750-1136 

                                      電話 083-282-4041（代表）  FAX 083-282-0424  

  境港営業所  鳥取県境港市栄町67番地  〒684-0006 電話 0859-44-0475   FAX 0859-42-6330 

代表取締役社長 白須 邦夫   

〒684-0006  鳥取県境港市栄町65番地 
TEL 0859-44-7171（代）  FAX 0859-42-6530  

                
  

                  

  

  

                  

                  
  

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

  

                  
  

  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  

                
  

                  

  
                  

                  

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

  

                  
  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  
                  
  
                  
  

                
                  

  

  

                  

                  
    

                  
  

  
                
  

  
                  
  
                  
                    
  

  
                  
  
                  
  

                
                  

  
                              

試験船による海洋観測結果（4月上旬） 
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水産試験場 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

造成浅場内に出現したマハゼ幼魚 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

４月上旬の
水塊配置と
対馬暖流 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   
県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

第八十八光洋丸 
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マイワシ漁況の回復 

3月の体長組成（Ｎ＝２００） ２歳魚が主体！ 

 2014年は、マイワシ漁獲量が激減しその回復が危ぶ
まれましたが、2015年は回復の兆しをみせています。 

 2015年の漁獲量は、2月に219トン、3月に189トン、
4月に3,644トン（4月24日暫定値）です。魚体は体長
20cm前後の2歳魚が主体で、豊漁であった2013年産
まれの群れが卓越年級群として漁場に加入してきたこ
とが回復の要因と考えられます。 

 引き続いて5月も豊漁が期待されます。 

県西部の伝統加工品 

焼きハゼ   

今後の展望 
  

★水産課からのお知らせ★  

 ■今月の漁業許可証更新情報  

 許可更新期限が近づいています！  

 許可更新が必要な漁業種類：しいらつけ  許可更新期限：平成27年５月31日 

 ■遊漁船登録業者の皆様へ 
 遊漁船登録に保険期間等の変更があった時は、変更申請をお願いします 

境港でギンザケ水揚がはじまりました！ 

 4月16日、ニッスイグループ弓ヶ浜水産の美保湾
産養殖ギンザケが初水揚されました。美保湾は比
較的低水温のためギンザケの餌食いがよく、この
日は接岸されたイケスから1.6～1.7キロに生育し
た魚体がフィッシュポンプにより次々と吸い込まれ
ていきました。 

 美保湾産養殖ギンザケは、三陸沖産に比べ、
生食が美味しいと市場で高評価を得ています。
今年度は1千トンの出荷を見込んでおり、宮城
の養殖場の被災前水揚高である2千トン（国
内シェアの２割）達成に向け、官民をあげて震
災復興と「境港サーモン」のブランド化に取り
組んでいます。 

・寿命は5～6年 
・背丈は50 cm程度まで生長 
・水深2～3 mから水深10 m
以上の深場まで広い範囲に
生育 
・アワビやサザエの餌として
重要と考えられている 

栽培漁業センター 

クロメ造成調査の取り組み 

 当センターでは、クロメの苗を付けたコンクリート板などによるクロメの藻場

造成試験を行っています。昨年5月に泊漁港に設置したクロメを今年の4月

に観察したところ、背丈20cmまで生長していました。豊かな藻場を造成でき

るように今年も試験を行いますので、ご期待ください。 

昨年5月の設置の様子 

今年4月の生育状況 

クロメ（成体） 

クロメ（幼体） 


